
 

 

 

 

  

 
３-１．基本理念  
        
３-２．基本方針  
                                                         
３-３．計画期間  

まちづくりにおけるバリアフリー環境整備は完了までに時間を

要すること、また「港区まちづくりマスタープラン」の計画期間は

２０年と長期であり、まちづくり分野の計画や事業との整合性を

図っていく必要があることから、計画期間は令和３（2021）年

度から令和１２（2030）年度までの１０年間とします。 

その中で、特定事業計画については、３年間の短期事業期

間、６年間の中期事業期間とし、その節目においては、区の基

本計画や地域保健福祉計画等の関連計画との整合性を図り、

その都度事業の見直しを行います。 

年度 
R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 

上位計画 

            

港区 
バリアフリー 
基本構想 

            

 

  

港区まちづくりマスタープラン（H２９～R１８） 

必要に応じて改定 
 

港区バリアフリー基本構想（R3～R１２） 

事業の見直しを実施 

特定事業計画 

短期事業期間 
（R3～R5） 

中期事業期間 
（R3～R8） 事業の見直しを実施 
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１-１．港区バリアフリー基本構想とは  
  

港区バリアフリー基本構想 概要 

 

第３章 港区バリアフリー基本構想における基本方針 

 ①誰もが利用しやすく、国際化にも配慮したユニバーサルデザインによる多様
なニーズへの対応  

⇒誰もが分かりやすいサイン表示や「やさしい日本語」での表記等、ユニバーサルデザインを加速し、誰も

が使いやすいシンプルで柔軟性のあるバリアフリー化を推進します。 

⇒港区バリアフリー基本構想におけるユニバーサルデザインの考え方を整理し、事業に取り組むことで、

一人ひとりの多様性が尊重され、社会参加ができる環境を形成します。  
 

 ②利便性・安全性を向上したバリアフリーの更なる加速化  
⇒誰にとっても安全で移動しやすい経路の整備や施設内のバリアフリー化を図るなど、まち全

体の利便性と安全性の向上を実現します。 

⇒ＩoＴを活用した社会実験等に新たに取り組み、新しいバリアフリーのあり方を模索します。 

⇒歩きやすい坂道やアクセスしやすい水辺空間の形成により、生活の豊かさと利便性の向上

をめざします。  
 

 ③多様な世代の人々がお互いを助けあう心のバリアフリーの推進  
⇒お互いを思いやり支え合う社会の浸透をめざし、関係者が広報・啓発、教育等を行い、思い

やりの心を育成します。 

⇒高齢者、障害者等、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができる地域共生社会を実現します。 

⇒新型コロナウイルス感染症対策を適切に行うとともに、特にバリアフリーを必要とする方が優

先して利用できる譲り合いの心を醸成します。 

 
誰もが安全･安心かつ円滑に移動でき、 

いきいきと元気に暮らせる都市空間を形成するとともに、 

お互いを尊重し、共生する社会の実現 

第１章 港区バリアフリー基本構想とは 

 

２-１．策定の背景  
  
(１)バリアフリー化を必要とする人々の 
  増加と多様化    

(２)バリアフリー法の改正    
(３)ユニバーサルデザイン等の関連法令等の動向    
(４)区民のバリアフリーに対する意識の変化   
(５)国際的な持続可能な開発目標(SDGs)への取組 

(６)新型コロナウイルス感染症の感染拡大による生活様式の変化 (７)区財政を取り巻く厳しい状況の認識   
２-２．現状の課題と策定の視点  
 

課題① 誰もが移動しやすく、使いやすい施設整備の推進が必要  

⇒視点① ユニバーサルデザインの推進 

・港区は多様な人々が集まるまちとして、誰もがわかりやすく使いやすい施設整備が必要なため、ユニバー

サルデザインをさらに推進し、ハード・ソフト両面からバリアフリーへの取組を強化することで、来街者の誰

もが円滑に利用できる環境を整え、安全・安心に気持ちよく過ごせる環境を形成します。 
 

課題② バリアフリー化の更なる推進と港区ならではの新たな取組が必要  

⇒視点② 重点整備地区及び特定事業の追加 

・重点整備地区と特定事業（バリアフリー化の整備に関する事業）について、区民の声や地域の
新たなニーズを踏まえて追加を行い、更なる推進をめざします。 

・利用者の意見と実際の整備に乖離が起きないよう、利用者の意見を伺いながら、国の示す基

準やガイドライン等の改定を踏まえて、港区ならではの坂道への対応や運河沿いの遊歩道の

整備、年齢・性別・人種等を問わず多様な人々に対応した新たな取組を提案します。  
課題③ 思いやりのある心のバリアフリーが必要  

⇒視点③ 心のバリアフリーの推進 

・「障害者差別解消法」、「ユニバーサル社会実現推進法」の施行や「港区手話言語の理解の促進及び障害

者の多様な意思疎通手段の利用の促進に関する条例」の制定など、区内外でソフト面の取組が重要視さ

れています。バリアの解消においては、ハード面の整備に加え、ソフト面の取組を交通事業者や施設管理

者等と連携し、お互いに思いやりのある心のバリアフリーを推進します。 

課題④ 生活様式の変化に対応したバリアフリーが必要 

⇒視点④ 新しい生活様式に対応したバリアフリーの推進 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大により生活様式が変化しており、３密を避けた施設利用

への対応、バリアフリーを必要としている人が優先して利用できる環境を形成します。 

第２章 策定の考え方 

・高齢者人口  H26：4.0万人⇒R２：4.4万人 

・訪都外客数  H26：890万人⇒R１：1,52０万人 

・基本理念の追加(H30) 

・区市町村等による「心のバリアフリー」の推進(R2) 

 

 

) 

・ユニバーサル社会推進法の施行（H30） 

・港区手話言語の理解の促進及び障害者の多様な意思疎通手

段の利用の促進に関する条例の制定（R1） 

東京都・港区の 

関連個別計画 

事業連携 

整合 

港区バリアフリー基本構想 

１-３．これまでの経緯  
 

国の経緯 

港区の経緯 

Ｈ18.12 

 

 

時期 Ｈ19.04 

 

 

Ｈ23.03 

 

 

Ｈ26.09 

 

 

Ｈ30.05 

 

 

R３.03 

 

 

１-２．港区バリアフリー基本構想の位置づけ  
 

バリアフリー法の規定により国が定めた「移動等円

滑化の促進に関する基本方針」（基本方針）に基づ

き策定するものです。港区においても、高齢者、障

害者等、誰もが安全に安心して快適に移動できるバ

リアフリー空間の計画的な整備を進めていく方針と

して策定しています。 

港区基本構想・基本計画、港区まちづくりマスタープラン 

バリアフリー法、移動等円滑化の促進に関する基本方針 

整合 

SDGsのゴールとの関係※ 

※本基本構想における SDGs との関連を明らかにし、SDGｓの目標を踏まえて各施策を推進していきます。 

R2.05 

 

 

バリアフリー法の施行、基本方針の策定 

 

基本方針の改正 

 

バリアフリー法及び基本方針の改正 

 

港区交通バリアフリー基本構想の策定 

 

港区バリアフリー基本構想の策定 

 

港区バリアフリー基本構想の策定 

 

P2 P1 P3 

P4～ 

P15～ 

P17 

P17～ 

P19 

P1～ 

P4～ P17～ 



 

 

  

 

４-１．ユニバーサルデザインとバリアフリーの関係   

バリアフリーは高齢者、障害者等が障害によりもたらされるバリアの解消を目的としている考え方です。

一方、ユニバーサルデザインは障害の有無、年齢、性別、人種等にかかわらず多様な人々が利用しやすい

ようにあらかじめデザインするという考え方です。 

平成３０（2018）年５月のバリアフリー法の改正により、バリアフリ

ーの対象となる人が従前より更に広がりました。既存の障害を除去

し、環境を改善するバリアフリーと、多様な人々が利用しやすいよう

あらかじめデザインするユニバーサルデザインの両方の考え方に基

づく取組を推進することが求められている状況から、港区バリアフリ

ー基本構想におけるユニバーサルデザインの考え方を整理します。        
 

４-２．ユニバーサルデザインの考え方と位置づけ  
 

(１)港区バリアフリ－基本構想におけるユニバーサルデザインの考え方 

バリアフリー基本構想におけるバリアフリーとユニバーサルデザインについて以下のとおり整理し、ユニバ
ーサルデザインについても取組を実施していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
    

(２)ユニバーサルデザインの主な取組 

港区バリアフリー基本構想においては、移動等の円滑化に関するユニバーサルデザインを推進します。ま
た、関連計画との事業連携を図ることにより、区全体のユニバーサルデザインの推進を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

      
(３)ユニバーサルデザインの施策例 

〇ハード事業 

 公共交通機関（鉄道）におけるホームから地上出口まで 
 の複数ルート化、電線類地中化、ベンチの設置 

 多機能トイレの機能の分散 
 エレベーター周辺等の視覚障害者誘導用ブロックの配置   
〇ソフト事業 

 心のバリアフリーの普及・啓発 
 多言語化や「やさしい日本語」による 
港区バリアフリーマップや案内板等の情報発信 

 Uni-Voice等を用いた情報発信 

 

５-１．整備方針   
 

(１)整備方針 

基本方針に基づき、重点整備地区内外の整備方針を以下のとおりとし、バリアフリーの更なる加速化を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
(４)重点整備地区及び特定事業の追加・修正 

重点整備地区の指定から１０年が経過し、まちの変化や新たな施設の立地等、区の状況も変化しています。その

ため、これまでの重点整備地区に加えて、新たな重点整備地区を指定するとともに、生活関連施設・経路及びそ

の特定事業について追加・修正を行います。 

(２)重点整備地区とは 

 重点整備地区は、バリアフリー法における配置要件、

課題要件、効果要件の３つの法的要件に基づき、区内

のバリアフリー化を重点的かつ一体的に推進するため

の７つの特定事業計画を進める地区です。 

区では、旅客施設を中心に通常徒歩で移動する５０

０ｍ～１，０００ｍ圏を範囲として、平成１９（2007）年の

交通バリアフリー基本構想策定時に各地区総合支所

を含む浜松町駅、赤坂駅、六本木駅、白金高輪駅、田

町駅の５つの駅周辺を重点整備地区と定めています。 

(３)重点整備地区内の特定事業計画の進捗状況 

重点整備地区内では各施設管理者等が港区バリアフ

リー基本構想に沿ってバリアフリー化事業を進めるた

めの特定事業計画を作成し、バリアフリー化を進めて

います。 

第４章 ユニバーサルデザインによる多様なニーズへの対応 

ユニバーサルデザイン《追加要件》 

障害の有無、年齢、性別、人種等にかかわらず多様

な人々が利用しやすいようあらかじめデザインする 

バリアフリー《必須要件》 

既存の障害を除去し、誰もが安全に利
用できる環境への改善を図る 

 

第５章 バリアフリーの更なる加速化 

アンケートや事業進捗、評

価に基づく現状の課題や

バリアフリー法の改正によ

る変更点等について整理

して追加・修正 
 

駅の利用状況や要望等

を踏まえ、新たに追加す

る必要のある重点整備

地区の範囲を指定 

現行の重点整備地区の範囲について 

港区バリアフリー基本構想 概要 

 

③重点整備地区以外の整備方針 

⇒重点整備地区以外の地域につ

いても、国が示す基準に適合し

た施設整備や維持が必要であ

るため、区の全域にわたって、

各地区総合支所を中心に各事

業者等が地域のニーズや特性

を踏まえ、バリアフリー化を推

進します。 

②新たな重点整備地区の整備方針 

⇒高輪ゲートウェイ駅及び虎ノ門

ヒルズ駅周辺は、開発の進捗に

あわせ新たな重点整備地区に

指定し、特定事業を定め、バリ

アフリー化に取り組みます。 

①これまでの重点整備地区の整備方針 

⇒５つの総合支所を中心とした重

点整備地区の中でバリアフリー

化に継続して取り組むととも

に、短期・中期・長期で具体的

な特定事業を定めます。 

 02 複数ルート整備概念図 

事業 

連携 

ユニバーサルデザインの推進 

港区の関連個別計画 

 

 

 
     

等 

港区バリアフリー基本構想 

 担い手の育成 

港区総合交通戦略 
港区地域保健福祉計画 

港区男女平等参画行動計画 
港区国際化推進プラン 

これまでの考え方 これからの考え方 

P29～ P20～ 

P22～ 

P20～ P29～ 

重点整備地区名 
事業者数 

(延べ) 
事業数 完了 

継続 

実施中 
進捗率 

(参考) (参考) 

前年度 

完了+継続 

前年度 

進捗率 

浜松町駅周辺 １０ ２４８ ７８ １２０ ７９.８％ １９１ ７７.６％ 

赤坂駅周辺 ７ １７２ ３８ ７６ ６６.３％ １１２ ６５.１％ 

六本木駅周辺 ６ １１５ ３４ ６８ ８８.７％ １０２ ８８.７％ 

白金高輪駅周辺 ７ １９４ ４９ ７６ ６４.４％ １２５ ６３.８％ 

田町駅周辺 ８ １７３ ６１ ７３ ７７.５％ １３０ ７４.７％ 

区

内

全

域 

公共交通特定事
業(路線バス) 

２ １５ ２ １３ １００％ １５ １００％ 

交通安全特定
事業 

１ ３６ ５ ３０ ９７.２％ ３０ ８３.３％ 

心のバリアフリ
ー特定事業 

１ ８ ４ ３ ８７.５％ ７ ８７.５％ 

合 計 ４２ ９６１ ２７０ ４５９ ７５.９％ ７１２ ７４.０％ 

 

令和 2(2020)年 3月現在 

港区バリアフリーマップ 



 

 

  

【参考】「(４)港区の現状の整理」 ５-２．新たな重点整備地区   
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品川駅（ＪＲ）

新橋駅（ＪＲ）

浜松町駅（ＪＲ）

田町駅（ＪＲ）

品川（京浜）

新橋駅（東京   ）

泉岳寺（都営浅草）

泉岳寺（京浜）

六本木（東京   ）

大門（都営大江戸）

虎ノ門駅（東京   ）

モノレール浜松町

大門（都営浅草）

三田（都営浅草）

三田（都営三田）

六本木（都営大江戸）

（千人）

凡例

内は重点整備地区内の駅

虎ノ門駅（東京   ）

新橋駅（東京   ）

品川（京浜）

新橋駅（ＪＲ）

品川駅（ＪＲ）

(２)選定フローに追加した新たな視点 

以下の視点を選定フローに追加しました。 

(１)新たな重点整備地区の選定の考え方 
 

新たに追加する重点整備地区の範囲の選定基準を設けます。追加にあたっては、これまでの港区バリアフリー基本構想

の評価指標とは別に新たな視点を追加した選定フローを設定します。 

○官民連携を図るためまちの変化に対応

した効果要件の評価 

 

○夜間と昼間を考慮したバリアフリー整備による影響度の評価 

鉄道駅の利用者数 

「バリアフリー整備による
影響度」に、駅周辺エリア
の評価として、鉄道の利
用者数による評価 

まちの変化が想定される開発の動向 

「効果要件」として、今後、高輪ゲートウェイ駅
及び虎ノ門ヒルズ駅の立地に伴う急速なまち
の変化が想定される開発の動向があるエリ
アを考慮した評価 

(４)港区の現状の整理 
新たな重点整備地区の範囲の選定にあたり、新たな重点整

備地区の選定フローに必要な港区の現状を整理しました。 

○鉄道駅の利用状況 

・区内で利用客数の最も多い旅客施設である、品川駅や

新橋駅が含まれていない 

○生活関連施設の立地状況 

・新橋駅近辺は公共施設が少ない一方で、虎ノ門病院等

の重要な医療施設や、隣接する重点整備地区内の施設

との経路連携が必要 

・品川駅の東側には、子育てや高齢者向けの施設、公園

等の公共施設が多数立地、憩いや交通の拠点として、

運河へのアクセス性の向上が必要 

○まちづくりの動向 

・港区は開発の多い区であり、特に高輪ゲートウェイ駅、

虎ノ門ヒルズ駅の開業により、駅周辺の開発の機運が

高い 

・虎ノ門バスターミナルの開業 

・高輪ゲートウェイ駅の開業に伴い、品川車両基地や鉄

道路線により分断されている東西のネットワーク化 

第５章 バリアフリーの更なる加速化 

港区バリアフリー基本構想 概要 

 

路線数による評価を含む旅客施設の立地状況 

「配置要件」の「旅客施設の立地状況」とし
て、生活関連施設の最寄りの駅へのアクセ
ス性となる路線数を考慮した旅客施設の
立地状況による評価 

(３)新たな重点整備地区の選定フロー 
新たな視点を追加した選定フローは以下のとおりです。 

対象：区内の全旅客施設とその 500ｍ圏 

既存資料による調査 交通事業者 

ヒアリング調査 

旅客施設（500ｍ圏）別の現況調査結果まとめ 

新たな重点整備地区の選定 

旅客施設（500ｍ圏）別の評価 

新たに追加する旅客施設（500ｍ圏）の評価指標 

〇まちづくりの動向と重点整備地区の関係  
港区は開発が多く行われていますが、一定

の範囲はこれまでの重点整備地区に含まれて

います。一方で今後、開発が行われている、ま

たは行われると想定される六本木一丁目駅や

品川駅、虎ノ門駅、新橋駅の周辺は重点整備

地区に含まれていません。 

旅客施設では、令和２（2020）年に高輪ゲー

トウェイ駅と虎ノ門ヒルズ駅の２つの駅が開業

されたことで、それに伴うまちなみの変化が想

定されます。 

また、品川駅の北側は品川車両基地や鉄道

線路により分断されているため、東西のネット

ワーク化が予定されています。 

〇生活関連施設等の立地状況  
港区の生活関連施設の立地状況は以下のと

おりです。 

〇鉄道駅の利用状況  
これまでの重点整備地区では、浜松町駅や

田町駅、六本木駅等の利用者数の多い１０万

人以上の駅は大半が含まれていますが、特に

利用者の多い品川駅や新橋駅は含まれてい

ません。 
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旅客施設の立地状況では、複数の路線及び鉄道事業者が乗り

入れている品川駅（路線数 7）、新橋駅（路線数 6）はこれまで
の重点整備地区に含まれていません。 
 
総合支所をはじめ、主な公共公益施設はこれまでの重点整備

地区に含まれています。  
 
アンケート結果によると、利用者が比較的多い公園は、芝公

園、檜町公園、芝浦公園、網代公園、白金公園であり、これま
での重点整備地区に含まれています。 
 
主な文化施設は現状の重点整備地区に含まれています。港区立の図書館では

港南図書館以外はこれまでの重点整備地区に含まれています。 
 

区全体に立地しており、一定の施設がこれまでの重

点整備地区に含まれています。 
 
 
港区の特徴である運河では、遊歩道の整備や舟運の機運が高まっています。

これまでの重点整備地区では、高浜運河は含まれていません。 

公共公益 

公園 

その他 

文化 

医療 

福祉 

運動 

子育て 

旅客施設 

P34～ 

品川駅周辺 

新橋駅周辺 

(５)新たな重点整備地区 

新たな視点を追加した選定フローに基づき、新橋駅、品川駅周辺を重点整備地区に追加します。 

P41～ 

虎ノ門ヒルズ駅 

高輪ゲートウェイ駅 

新橋駅 

品川駅 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

(１)生活関連施設、生活関連経路選定の考え方 

以下の生活関連施設の考え方に基づき、相当数の高齢者、

障害者が利用する施設を生活関連施設に位置づけています。 
 
 

【生活関連施設選定の考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

これまでに策定していた５つの重点整備地区内の生活関連

施設については、新規施設、移転等により閉館した施設につ

いて更新しています。 

新たな重点整備地区については、生活関連施設選定の考え

方に基づき、新たに地区内の生活関連施設、生活関連経路を

位置づけています。 

今後、港区バリアフリー基本構想策定後においてもバリアフ

リー化を推進する中で見直しを行い、必要に応じて生活関連

施設を選定し、バリアフリーのネットワークを段階的・継続的に

充実させていきます。 

 
５-３．重点整備地区の一覧  
 
港区バリアフリー基本構想では、これまでの５つの駅（浜松町駅・赤坂駅・六本木駅・白金高輪駅・田町駅）周辺重点整備地区を継

承し、また、新たに２つの駅（新橋駅・品川駅）周辺を重点整備地区に指定します。 

 

６-１．心のバリアフリーとは  

心のバリアフリーとは、「ユニバーサルデザイン２０２０行動計画」において、以下の３

点がポイントとして掲げられています。 

 

 

 

 

 

 

  

６-２．心のバリアフリーの現況  
 
(１)国の動向 

平成３０（2018）年５月に改正されたバリアフリー法において、基本理念である「共生社会の実

現」に向けた取組として、「心のバリアフリー」について、「高齢者、障害者等に対する支援（鉄道

利用者による声かけ等）」が明記されました。 

また、令和２（2020）年５月の改正では、区市町村等による心のバリアフリー推進のため、バリ

アフリー基本構想に記載する事業メニューの一つとして、「心のバリアフリー」に関する事項が追

加されました。  
(２)心のバリアフリーの現況 

①港区のこれまでの主な取組 

 
  
②心のバリアフリーの認知度 

○「心のバリアフリー」のキーワードの認知度は約 10％と、まだ広く認知されていない 
 

６-３．心のバリアフリーの推進に向けた取組の視点  

1) 障害のある人への社会的障壁を取り除くのは社会の責務であるという「障害の社会モデ
ル（「障害」は個人の心身機能の障害と社会的障壁の相互作用によって創り出されている
ものであり、社会的障壁を取り除くのは社会の責務であること）」を理解すること。 

2) 障害のある人（及びその家族）への差別（不当な差別的取扱い及び合理的配慮の不提
供）を行わないよう徹底すること。 

3) 自分とは異なる条件を持つ多様な他者とコミュニケーションを取る力を養い、すべての人
が抱える困難や痛みを想像し共感する力を培うこと。 

第６章 心のバリアフリーの推進 

・イベントや講習の場で啓発活動を実施  ・タブレットを利用した利用しやすい施設環境 

・多様なバリアフリー情報発信        ・共生社会の実現にむけた条例を制定（港区手話言語条例） 

 

● 心のバリアフリーの意識啓発の推進 

心のバリアフリーについて広く認知されていないため、バリアフリー法で明記され
た内容にあわせて、港区バリアフリー基本構想における心のバリアフリーがどのよ
うな取組であるのかを明記することで、意識啓発の推進を図ります。 

● 担い手の育成 

イベントや庁内外の講習の場等を通じた啓発活動を継続して行い、誰もが施設
を安心して利用できるように担い手の育成を図ります。 

● 誰もが利用しやすいサポートの実施 

各公共交通機関、施設等にて利用者への声かけや介助、分かりやすい情報提供
を行うなど適切な支援を実施し、誰もが利用しやすい環境形成を推進します。 

● 新しい生活様式に対応した取組の推進 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により生活様式が変化しており、バ
リアフリーを必要とする人が３密を避けた施設利用ができる環境を形成しま
す。 
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○相当数の高齢者、障害者等が日常生活又は社会生活

において利用すると考えられる施設 

・旅客施設（鉄道駅、バスターミナル、客船ターミナル） 

・官公署（区役所、総合支所等） 

・福祉施設（高齢者福祉、障害者福祉、子育て支援等を

含む児童福祉施設） 

・医療施設（診療所を除く、救急病院や一般病院） 

・文化施設（図書館、生涯学習センター等） 

・その他の公共公益施設（郵便局、区民センター、集会施

設、路外駐車場等） 

○高齢者、障害者等を含めた区民の健康増進を支援す

る施設 

・都市公園のうち比較的規模が大きな公園や児童遊園 

（面積５００㎡以上を基準とする） 

・スポーツセンター、健康増進センター、プール等の運動

施設 

○特定多数の利用にとどまらない小学校や中学校 

・教室や校庭が一般に開放されている区立の小学校及び

中学校 

港区バリアフリー基本構想 概要 

 第５章 バリアフリーの更なる加速化 

 
 

(２)各重点整備地区について 

各重点整備地区の状況をまとめ、既存の５地区と新規の 2地区

についてバリアフリー化の方向性と地区内の生活関連施設、生

活関連経路について示しています。 

 

①地勢、生活関連施設・経路等の状況 

②公共交通の状況 

③通学路等の交通安全に関する指定状況 

④バリアフリー化の方向性 

⑤生活関連施設、生活関連経路の一覧 

P47～ 

浜松町駅周辺 P49～ 

赤坂駅周辺 P56～ 

六本木駅周辺 P62～ 

白金高輪駅周辺 P67～ 

田町駅周辺 P74～ 

新橋駅周辺 P80～ 

品川駅周辺 P85～ 

P92 

P92～ 

P95～ 

P92～ 

品川駅周辺 

重点整備地区 

新橋駅周辺 

重点整備地区 



 

 

  

 

７-１．特定事業の方針      ７-２．特定事業の内容  

７つの重点整備地区の公共交通機関や道路、公園、建築物、交通安全施設等について、具体的に実施すべき整備内容、

整備時期の目安を記した「特定事業」について策定します。この特定事業を基に各事業者や施設管理者が各施設の特性や

事業スケジュールに沿って適切な事業内容とその計画期間を定めた特定事業計画を策定することになります。 

港区バリアフリー基本構想では「公共交通特定事業」「道路特定事業」「都市公園特定事業」「路外駐車場特定事業」「建

築物特定事業」「交通安全特定事業」「心のバリアフリー特定事業」の７つの特定事業を定めます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

８-１．推進体制   
 
(１)推進協議会等の体制 

港区バリアフリー基本構想推進協議会等の体制を活

用し、基本構想策定後も高齢者、障害者等の区民参画

のもと、学識経験者、行政や事業関係者による進行管

理により、事業の段階的かつ継続的な発展に取り組ん

でいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)分野別関連施策との連携 

港区バリアフリー基本構想の具体的なバリアフリー事

業の計画・実施にあたっては、重点整備地区及び重点

整備地区以外の区全域にわたって、他の分野別計画の

関連施策等との整合性と事業連携を図っていきます。  

８-２．進行管理   

事後評価、スパイラルアップの実施にあたっては、次の

３点の手法を用いて、多角的な意見を取り入れて進行

管理していきます。 
 

 

 

 

  
○実施予定スケジュール 
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スパイラルアップ

Pla
n

D
o

Check

A
ct

io
n

【評価】
事後点検やアンケート
調査による実施事業の
事後評価

【改善】
新たな施設整備、
施設改善に、事後
評価を反映

【実行】
特定事業計画等の
整備、取組の実施

【計画】
社会状況や整備計画、要望
等に対応した計画の作成

公共交通特定事業（鉄道） 

●方針 

・バリアフリーの複数ルート化の
検討及び維持改善、外国語に
対応した案内設備の拡充、社会
情勢に応じた大人用ベッドの設
置の検討等による利便性の高
い環境の形成に努めます。 

・心のバリアフリーによる事業者・
利用者の対応の更なる向上を
促進します。 

●事業内容（抜粋） 

・ホームから地上間の複数のバリ
アフリー経路の検討 

・ホームドアの設置 

・大人用ベッドの設置検討やトイ
レ内の案内表示の設置等のトイ
レ設備の充実・改善 

・駅職員を対象とした接遇などの
研修・教育の実施 

公共交通特定事業（バス） 

●方針 

・上屋やベンチ等が設置された
利用しやすいバス停の整備を
推進します。 

・心のバリアフリーによる事業
者・利用者の対応の更なる向
上を促進します。 
 
 

●事業内容（抜粋） 

・上屋・ベンチ等のバス停環境
の整備 

・継続して車内環境改善を含め
て車両改善を検討 

・乗務員を対象としたベビーカ
ー利用者への接遇などの研
修・教育の実施 

都市公園特定事業 

●方針 

・憩いの場所となるよう、日影や雨よけとなる
屋根の設置等を検討します。 

・障害の有無にかかわらず、すべての子ども
が共に遊ぶことができる遊具の設置を検討
します。 

・誰もがルールやマナーを理解し利用できる
よう、多言語化等による情報提供を行う案
内設備の整備を推進します。 

●事業内容（抜粋） 

・上屋等による日陰のある休憩施設の充実 

・障害の有無にかかわらず、すべての子ども
が共に遊ぶことができるユニバーサルデザ
イン遊具の設置を検討 

・案内表示の多言語化を含めたわかりやす
いルールやマナー等の啓発 

路外駐車場特定事業 

●方針 

・案内窓口等までの経路や設
備の案内の充実を図りま
す。 

・識別しやすい段鼻等の安全
で上り下りのしやすい階段
の整備を推進します。 
 
 

●事業内容（抜粋） 

・視覚障害者誘導用ブロック
等の整備による受付・案内
設備までの経路の確保 

・識別のしやすい段鼻の整備 

・トイレ案内表示の設置等のト
イレ設備の充実・改善 

 

交通安全特定事業 

●方針 

・路上の違法駐車行為の防止や
道路標示等の維持管理を道路
管理者と連携して推進します。 

・音響式信号機の設置や鳴動時
間の延長の推進など、誰もが安
全に横断できる歩行環境の形
成を推進します。 
 

●事業内容（抜粋） 

・音響式信号機の整備や障害者
等が安全に横断できる歩行者
用青時間の確保 

・エスコートゾーンの整備 

・違法駐車車両の指導取締りの
実施 

心のバリアフリー特定事業 

●方針 

・心のバリアフリーの意識啓発の推進を図ります。 

・誰もが施設を安心して利用できるように担
い手の育成を図ります。 

・各公共交通機関、施設等における誰もが
利用しやすい支援を実施し、誰もが利用し
やすい環境形成を推進します。 

・「新型コロナウイルス感染症対策に関する
ガイドライン」に基づく対策を実施します。 

●事業内容（抜粋） 

・事業者と協力した心のバリアフリーの普及 

・職員のバリアフリー研修 

・バリアフリーマップの充実と普及 

・ユニバーサルデザイン教育やシンポジウムの実施 

・新型コロナウイルス感染症対策の取組の実
施及び情報発信 

道路特定事業 

●方針 

・沿道の開発事業者や電線類地中化の整
備、横断歩道橋の見直しにあわせて、バ
リアフリーに配慮した誰もが歩きやすい
歩行環境の向上を図ります。 

・まち歩きの点検の実施やアンケート等に
より、事業の整備効果の把握に取り組み
ます。 
 

●事業内容（抜粋） 

・視覚障害者誘導用ブロックの整備・改良 

・自転車走行空間の整備推進 

・坂道に手すり、ベンチの設置 

・案内標識の整備 

・横断歩道橋のバリアフリー化及び不要箇
所の撤去検討 

・安全な歩行環境を維持するための定期
的な点検・整備 

・放置自転車対策や置き看板の撤去 

建築物特定事業 

●方針 

・簡易的に即効性のある手法を実施し、施設
内のバリアフリー化の推進を図ります。 

・既存のバリアフリー設備を活かした施設利
用の推進を図ります。 

・周辺施設の案内情報の充実や、ベンチ等
の休憩できる移動円滑化経路等における
移動しやすさの向上を図ります。 

・大規模修繕の実施にあわせたバリアフリー
化を実施します。 

●事業内容（抜粋） 

・敷地内において、沿道利用者が休憩できる
ベンチや施設の案内等の設置 

・視覚障害者誘導用ブロックや手すり等の
設備を阻害している設置物の撤去 

・大人用ベッドの設置検討やトイレ内の案内
表示の設置等のトイレ設備の充実・改善 

・音声誘導装置の設置 

・大規模修繕に合わせたバリアフリー施設整備 

港区バリアフリー基本構想 概要 

 第７章 特定事業及び区全域の取組について 第８章 基本構想の推進に向けて 

７-３．区全域で推進する取組   

(１)音響式信号機の設置・稼働時間の延長 

・主要な公共施設や病院、及び鉄道駅等の旅客施設、繁華街等の周辺における音

響式信号機の設置 

・既設の音響式信号機の稼働時間の延長、歩行時間延長信号機用小型送信機の普及促進 

(２)横断歩道橋のバリアフリー化 
・横断歩道橋のバリアフリー化（エレベーターの設置、スロープの設置等）検討 

・歩道幅員の確保のための必要性の低い横断歩道橋の撤去検討 

P109～ P98～ 

P110～ 

P99～ 

P113 P114～ 

P116～ 

P100 P101～ P103～ 

P105 P106 P107 P108 

P120～ P122～ P124 P125 

P126～ P132～ 

P134～ 

P98～ P132～ 

実施予定年度 

短期事業期間 中期事業期間 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 

2021 2022 2023 2024 2025 2026 

推進協議会によ

る進行管理 
● ● ● ● ● ● 

現地での確認・点

検（まち歩き） 
      

区民アンケート

調査 
      

特定事業計画の

見直し 
  ●   ● 

 

各重点整備地区について年度を分けて実施 

中期事業期間中に実施 

 


